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●下浦　貢　 様（槙　尾） 妻順子さん快気内祝として ５万円

●井上準之助 様（中　戸） 亡妻麗子さん満中陰志として　　 ５万円

●中井　一郎 様（赤　滝） 快気内祝として　　　　　　　　 ５万円

●植田忠三郎 様（赤　滝） 快気内祝として　　　　　　　　 ５万円

●近藤　博昭 様（寺　戸） 次男賢太さん結婚内祝として　　 ５万円

●尾上　保男 様（八尾市） 亡妻紀美子さん満中陰志として ５万円

善 意 銀 行
（８月１６日受理分まで）

皆様の善意に対して心から感謝申し上げます

役　　　　場

IP電話

教 育 委 員 会

IP電話

診 　 療 　 所

IP電話

歯 科 診 療 所

デイサービスセンター

こもれびホール

（財）黒滝森物語村

案内センター

きららの森・赤岩

黒 滝 駐 在 所

人 口 ・ 世 帯 数
（８月１日現在）

男　　　４９２　人　　（－１）

女　　　５４９　人　　（－２）

計　１，０４１　人　　（－３）

世帯　　　４２５世帯　　（－１）

黒 滝 村 成 人 式黒 滝 村 成 人 式

奈奈奈奈良良良良県県県県道道道道徳徳徳徳教教教教育育育育振振振振興興興興会会会会議議議議かかかかららららのののの提提提提言言言言

自他の生命を尊重し、
たくましく生きる子どもをはぐくもう。

学校、家庭、地域社会がつながり合って、

奈良県道徳教育振興会議は、学校と保護者と地域社会が一体
となった道徳教育への取り組みを応援しています。
奈良県各地では、子どもたちの豊かなこころをはぐくむため

の営みが、数多くの学校で行われています。そこには、教職員
や保護者、地域の方々の互いに力を合わせた様々ながんばりが
あります。
※奈良県道徳教育振興会議は、奈良県教育委員会の委嘱委員で
構成する道徳教育振興のための啓発・支援推進会議です。



黒黒黒黒
滝滝滝滝
村村村村
議議議議
会会会会
活活活活
動動動動
状状状状
況況況況

７
　
月

５
日
○
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
議
長
研
修

６
日
○
県
町
村
議
会
議
長
会
監
査
委
員
研
修

９
日
○
吉
野
川
を
守
る
会
総
会

10
日
○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

12
日
○
全
国
森
林
環
境
税

創
設
促
進
議
員
連
盟
定
期
総
会

17
日
○
県
人
権
同
和
推
進
協
議
会
理
事
会

19
日
○
国
道
３
０
９
整
備
促
進
協
議
会
総
会

○
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
臨
時
議
会

20
日
○
経
済
講
演
の
集
い

23
日
〜
24
日

○
人
権
同
和
推
進
協
議
会

全
国
課
題
別
研
修

25
日
○
月
例
出
納
監
査

26
日
○
経
済
建
設
常
任
委
員
会

○
奈
良
県
浄
化
槽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

30
日
○
全
員
協
議
会

○
奈
良
県
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
大
会

31
日
○
県
民
集
会

８
　
月

３
日
○
経
済
建
設
常
任
委
員
会

○
県
町
村
議
会
議
長
会
人
権
研
修

５
日
○
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
日
○
県
人
権
同
和
推
進
協
議
会
　

平
和
解
放
講
演
会

７
日
○
村
民
集
会

10
日
○
平
成
18
年
度

黒
滝
村
会
計
決
算
審
査

11
日
○
燈
花
会

15
日
○
成
人
式

20
日
○
郡
人
権
同
和
推
進
協
議
会
理
事
会

○
村
地
域
活
性
化
委
員
会

21
日
○
介
護
保
険
運
営
協
議
会

○
森
林
組
合
懇
談
会

23
日
○
月
例
出
納
監
査

25
日
○
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間

吉
野
郡
総
括
集
会

27
日
○
吉
野
広
域
し
尿
等
処
理
施
設

整
備
事
業
推
進
協
議
会

28
日
○
全
国
町
村
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
県
人
権
同
和
推
進
協
議
会
夏
期
研
修

29
日
〜
30
日

○
県
町
村
議
会
議
長
会
県
外
視
察
研
修

議議 会会

広報くろたき　

（
入
札
日
　
７
月
10
日
）

黒
滝
村
農
林
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
屋
根
修
繕
工
事

●
施
行
場
所

大
字
寺
戸

●
落
札
者

大
七
建
設
㈱
　
辻
内
郁
成

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
30
日

竣
工
　
19
年
８
月
27
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

３
９
９
万
円

黒
滝
幼
稚
園
屋
根
塗
装
工
事

●
施
行
場
所

大
字
寺
戸

●
落
札
者

大
七
建
設
㈱
　
辻
内
郁
成

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
23
日

竣
工
　
19
年
８
月
27
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

１
２
０
万
７
千
５
０
０
円

入入入入

札札札札

結結結結

果果果果

林
道
樋
谷
線

林
道
維
持
修
繕
工
事

●
施
行
場
所

大
字
堂
原

●
落
札
者

シ
ン
ビ
工
業
　
辰
巳
嘉
孝

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
３
日

竣
工
　
19
年
９
月
７
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

４
８
万
３
千
円

（
入
札
日
　
８
月
８
日
）

林
道
吉
野
大
峯
線

県
単
林
道
改
良
工
事

●
施
行
場
所

大
字
赤
滝

●
落
札
者

中
工
業
　
中
勝
洋

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
９
日

竣
工
　
19
年
11
月
30
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

７
６
６
万
５
千
円

林
道
吉
野
槙
尾
線

県
単
林
道
改
良
工
事

●
施
行
場
所

大
字
槙
尾

●
落
札
者

㈲
黒
滝
建
設
　
近
藤
健

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
９
日

竣
工
　
19
年
11
月
30
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

７
６
６
万
５
千
円

市
町
村
治
山
工
事

●
施
行
場
所

大
字
粟
飯
谷

●
落
札
者

丸
勝
建
設
　
大
前
勝

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
９
日

竣
工
　
19
年
10
月
31
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

１
９
４
万
２
千
５
０
０
円

作
業
道
中
戸
大
峯
線

測
量
設
計
委
託
業
務

●
施
行
場
所

大
字
中
戸

●
落
札
者

ス
ギ
モ
ト
　
杉
本
哲
司

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
９
日

竣
工
　
19
年
10
月
31
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

４
８
３
万
円

子子子子
どどどど
もももも
のののの
人人人人
権権権権
１１１１
１１１１
００００
番番番番

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど
の
子
ど

も
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

人
権
専
門
委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）
お
よ
び
弁
護
士
が

次
の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時
９
月
17
日
（
月
）
〜
９
月
23
日
（
日
）

（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

@
０
１
２
０
‐
０
７
０
‐
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
対

象

県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

及
び
そ
の
保
護
者

●
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
の
人
権
専
門

委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）
及
び
奈
良
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士

●
申

込

原
則
不
要
で
す
が
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
（
１
人
30

分
以
内
。
９
月
22
日
、
23
日
の
両
日
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
）
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
は
、
９
月
３
日
（
月
）
か
ら
左
記
で
受
け
付
け
ま

す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
問
合
せ

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
@
０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
４
５
７
）

村
道
上
寺
戸
線
道
路
改
良
工
事

●
施
行
場
所

大
字
寺
戸

●
落
札
者

中
工
業
　
中
勝
洋

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
11
日

竣
工
　
19
年
９
月
７
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

２
８
３
万
５
千
円

長
岡
宅
前
橋
修
繕
工
事

●
施
行
場
所

大
字
中
戸

●
落
札
者

シ
ン
ビ
工
業
　
辰
巳
嘉
孝

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
11
日

竣
工
　
19
年
８
月
10
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

３
８
万
８
千
５
０
０
円

（
入
札
日
　
７
月
18
日
）

平
成
19
年
度
地
籍
調
査
事
業

●
施
行
場
所

大
字
槙
尾
の
一
部

●
落
札
者

村
井
測
量
設
計
㈱

近
畿
支
社

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
19
日

竣
工
　
20
年
２
月
28
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

５
２
万
７
千
１
０
０
円

（
入
札
日
　
７
月
30
日
）

学
校
施
設
耐
震
診
断
業
務

●
施
行
場
所

各
学
校
施
設

●
落
札
者

㈱
サ
ン
コ
ウ
設
計

杉
本
憲
秀

●
工
　
期

着
工
　
19
年
７
月
31
日

竣
工
　
20
年
２
月
29
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

６
８
２
万
５
千
円

（
入
札
日
　
８
月
２
日
）

村
道
北
野
線
道
路
改
良
工
事

●
施
行
場
所

大
字
赤
滝

●
落
札
者

㈲
福
西
建
設
　
福
西
一
美

●
工
　
期

着
工
　
19
年
８
月
３
日

竣
工
　
19
年
11
月
16
日

●
落
札
金
額
（
消
費
税
含
む
）

９
６
６
万
円
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真
夏
の
夜
に
約
２
千
本
の

ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
す
燈
花

会
が
８
月
11
日
（
土
）
黒

滝
・
森
物
語
村
の
敷
地
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
７
時
に
約
２
千
本
の

ロ
ー
ソ
ク
に
一
斉
に
火
を
灯

す
と
幻
想
的
な
世
界
が
広
が

り
、
多
く
の
見
物
客
の
目
を

魅
了
し
ま
し
た
。

又
、
多
く
の
皆
様
方
に
準

備
及
び
燈
火
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

８
月
15
日
（
水
）、
こ
も
れ
び

ホ
ー
ル
で
平
成
19
年
度
の
成
人
式

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
成
人
式
を

迎
え
た
人
た
ち
13
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

本
年
度
も
、
思
い
出
の
ア
ル
バ

ム
（
小
・
中
学
校
で
の
学
校
生
活

の
一
コ
マ
）
を
視
聴
し
、
懐
か
し

い
当
時
を
回
想
し
な
が
ら
式
典
が

始
ま
り
ま
し
た
。
成
人
者
自
己
紹

介
で
は
、
将
来
の
希
望
や
抱
負
を

語
り
、
成
長
し
た
自
分
を
報
告
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

辻
村
村
長
よ
り
、式
辞
が
あ
り
、

家
治
議
会
議
長
、
下
浦
青
年
団
長

か
ら
新
成
人
の
人
た
ち
へ
の
祝
福

と
励
ま
し
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
山
本
忠
男
教
育
委
員
長
の

記
念
品
贈
呈
に
続
き
、
新
成
人
を

代
表
し
て
上
浦
千
明
さ
ん
が
「
こ

の
成
人
式
を
節
目
と
し
て
、
自
分

自
身
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
る

一
つ
の
ス
タ
ー
ト
点
に
し
た
い
。」

と
新
し
い
門
出
の
決
意
を
述
べ
、

中
井
肇
社
会
教
育
委
員
会
議
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
祝
杯
を
あ

げ
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

終
了
後
、
小
中
学
校
当
時
の
担

任
で
あ
っ
た
先
生
方
を
ま
じ
え

て
、「
同
窓
の
集
い
」
が
開
か
れ
、

懐
か
し
い
思
い
出
話
、
故
郷
黒
滝

村
や
学
校
・
職
場
な
ど
の
近
況
な

ど
を
語
り
合
い
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て「
成
人
の
誓
い
」

を
述
べ
る
上
浦
千
明
さ
ん

８
月
15
日
（
水
）
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
く
ろ
た
き
が
小

学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
夏
真
っ
盛
り
の
晴
天
に
恵

ま
れ
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
屋
台

で
、
村
民
や
帰
省
客
な
ら
び
に
観
光

客
に
手
づ
く
り
の
お
も
て
な
し
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
「
紅
」
の
子
ど
も
た
ち
の

演
奏
や
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
芸
人
の

漫
才
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ハ
ラ
ハ
ラ
！
ド
キ
ド
キ
！

の
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
盆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
懐
か

し
い
顔
ぶ
れ
が
集
ま
り
、
夜
遅
く
ま

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i n
く
ろ
た
き

成
人
式
　
〜
新
た
な
決
意
を
胸
に
〜

燈花会 ～幻想的な世界～

青年団盆踊り大会　～夏の 思 い 出 ～

８
月
５
日
（
日
）
青
年
団
盆
踊

り
大
会
が
小
学
校
運
動
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
盆
踊
り
は
、
黒
滝
音

頭
・
炭
坑
節
・
江
州
音
頭
・
河
内

音
頭
と
、
昔
か
ら
黒
滝
村
で
踊
り

継
が
れ
て
い
る
音
頭
の
声
が
山
々

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

桝
田
氏
（
堂
原
）
・
前
田
氏
（
寺

戸
）
の
音
頭
に
よ
り
、
懐
か
し
の

黒
滝
音
頭
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
祭
り
が
最
高
潮
に
達
す
る

や
ぐ
ら
を
囲
む
輪
は

大
き
く
な
り
ま
し
た

音
頭
取
り
の音

頭
に
合
わ
せ
て

頃
、
や
ぐ
ら
を
囲
む
踊
り
の
輪
は

大
き
く
な
り
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
踊
り
子

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

芸
人
《
矢
野
・
兵
動
》
を

交
え
て
の
抽
選
会
！

迫
力
満
点
の
和
太
鼓
演
奏
！

ハ
ヤ
ト
の
歌
謡
シ
ョ
ー



７
月
27
日
（
金
）、
紙
す
き
体
験
学
習
館
に
お
き
ま

し
て
、
あ
お
ぞ
ら
つ
ぐ
み
の
家
の
皆
さ
ん
が
草
木
染
め

体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
杉
の
里
工

房
の
皆
さ
ん
の
指
導
に

よ
り
、
淡
い
ピ
ン
ク
や

黄
色
の
ス
カ
ー
フ
が
染

め
上
が
る
と
、
と
て
も

草
木
の
染
液
か
ら
出
来

た
と
は
思
え
な
い
色

に
、
み
ん
な
魅
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

毎
年
の
行
事
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
本
年
も
、
８

月
５
日
（
日
）
に
黒
滝
・
森
物

語
村
周
辺
の
河
川
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
か
ら
は
橋
本
副
知
事
・
環

境
政
策
課
長
を
は
じ
め
吉
野
土

木
事
務
所
、
内
吉
野
保
健
所
の

職
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
村

か
ら
は
村
長
を
は
じ
め
、
議
会

議
員
、
区
長
等
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
観
光
客

に
ご
み
の
持
ち
帰
り
な
ど
の

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
ご
み
を
回
収
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

辻
村
村
長
よ
り
挨
拶

草木染め体験　～不思議な彩り～

吉野川マナーアップキャンペーン

眼
や
耳
・
鼻
・
の
ど
等
の
診
療
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
役
場
保
健
福
祉

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
診
料
は
無
料
で
す
。

開
催
場
所

黒
滝
村
役
場

診
療
日

10
月
20
日
（
土
）

診
療
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
　
員

25
名

診
療
科
目

眼
科
・
耳
鼻
科

申
込
締
切
　
　
10
月
12
日
（
金
）

（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
下
さ
い
。）

問

合

せ

役
場
保
健
福
祉
課

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、

平
成
20
年
度
に
入
学
（
転
入
学
）
を

希
望
す
る
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童

と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
本
校
の

肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解

と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

〈
小
学
部
〉

日
時：

10
月
18
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。）

場
所：

県
立
明
日
香
養
護
学
校

対
象：

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児

（
年
長
児
）
・
児
童
（
転
入
学
）
と
保

護
者
及
び
関
係
者

問
合
せ
・
申
込
み
先

県
立
明
日
香
養
護
学
校

@
０
７
４
４
‐
５
４
‐
３
３
８
０

明明明明
日日日日
香香香香
養養養養
護護護護
学学学学
校校校校
　　　　

体体体体
験験験験
学学学学
習習習習
（（（（
小小小小
学学学学
部部部部
））））

耐
震
診
断
と
は
、
建
築
物
が

地
震
に
対
し
て
ど
の
程
度
た
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
図
面
や
実
地

調
査
で
、
柱
・
壁
等
の
形
状
、
材

料
な
ど
か
ら
安
全
性
を
調
べ
る
も

の
で
す
。

対
象
家
屋

昭
和
56
年
６
月
以
前
　

に
建
て
ら
れ
た
家
屋

募
集
戸
数

３
戸

募
集
期
間

９
月
３
日
〜
28
日

費
　
　
用

一
万
円

申
込
み
先
　
役
場
産
業
建
設
課

あ
な
た
の
住
ま
い
は
大
丈
夫
？

住
宅
耐
震
診
断
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
五
條
市
】

日
程：

毎
週
月
曜
日

場
所：

五
條
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

【
吉
野
町
】

日
程：

11
月
２
日
、
２
月
１
日

場
所：

吉
野
町
役
場
１
階
第
３
相
談
室

【
下
市
町
】

日
程：

12
月
４
日
、
３
月
４
日

場
所：

下
市
町
役
場
１
階
第
１
相
談
室

【
大
淀
町
】

日
程：

10
月
５
日
、
１
月
11
日

場
所：

大
淀
町
役
場
１
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
時
間
は
全
て
午
後
１
〜
４
時

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

◆
予
約
に
つ
い
て

○
す
べ
て
の
相
談
（
場
所
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
日
の
１
週
間
前
（
原
則
）

の
９
時
30
分
か
ら
、
電
話
に
て
予
約
受
付

を
し
ま
す
。
相
談
日
の
１
週
間
前
が
休
日

に
あ
た
る
場
合
は
、
そ
の
前
日
な
ど
直
近

の
奈
良
弁
護
士
会
開
館
日
（
平
日
）
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
当
日
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
予
約
先
は
、
奈
良
弁
護
士
会
・
中
南
和

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
係
で
す
。

@
０
７
４
２
‐
２
２
‐
２
０
３
５

相
談
時
間
は
、
１
人
（
組
）
あ
た
り
30
分

間
で
す
。

法法法法
律律律律
相相相相
談談談談
セセセセ
ンンンン
タタタタ
ーーーー
のののの
開開開開
設設設設

耐耐耐耐

震震震震

診診診診

断断断断

へへへへ
きききき
地地地地
巡巡巡巡
回回回回
診診診診
療療療療

広報くろたき　



黒滝村人権・同和問題啓発推進本部

毎月11日は

『人人権権をを確確かかめめああうう日日』です
人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

■今月のおすすめ
中央公民館図書コーナーには約４，５００冊の本があります。あ

なたの探していた本もあるかもしれませんので、どしどしご利用
ください。

■貸 し 出 し 日 月～金曜日（祝日は休み）
■貸し出し期間 ２週間
※ただし、それ以上になる場合は村教育委員会へ、連絡してください。

（読み物）私の仕事～国連難民高等弁務官の十年と
平和の構築～／緒方貞子

本書は、著者の６３歳で国連難民高等弁務官（ＵＮＨＣＲ）
としてジュネーブに赴任してから１０年にわたる難民援助の活
動を記録したエッセイ、日記、インタビュー、スピーチを選び、
まとめたものである。史上空前の２２００万人の難民を救済す
るために、どのような国際協力が行われたのか、そこにはどん
な問題が起きたのか、次々と噴出する難問に現場で指揮をとる
著者はどう判断し、対応したのか。著者の仕事を通じて、本書
は国際社会の現実を生き生きと伝えている。
（文学） 美女／連城三紀彦
（読み物）五体不満足／乙武洋匡
（児童書）十五年めのおくりもの

～戦争と友情の物語～／作　柴山一郎・絵　村田　収

広報くろたき　

献献 血血～小さな痛みで大きな愛～～小さな痛みで大きな愛～

99 月月 2 82 8 日日（（金金））
午前8時30分～午後3時30分

黒滝村中央公民館
今回は、２００ml・４００ml献血を実施します。
みなさんのご協力をお願いします。

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
出
動
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
緊

急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に
支

障
が
で
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
消
防
組
合
の
平
成
18
年
の

救
急
件
数
は
、
１
、
５
９
１
件
で

１
、
５
１
３
人
搬
送
と
過
去
最
高
と

な
っ
て
お
り
、
10
年
前
と
比
べ
約
1.5

倍
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傷
病
者
の
う
ち
６
６
４
人
が

軽
症
患
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
救
急
搬

送
者
数
の
約
44
％
に
あ
た
り
ま
す
。

か
す
り
傷
程
度
で
呼
ん
だ
り
、
風
邪

な
ど
急
を
要
す
る
病
気
で
は
な
い
が
、

ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
の
で
呼
ぶ
な
ど
、
安
易
な

要
請
も
出
動
件
数
増
加
の
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
消
防
組
合
は
、
２
町
２
村
を
管

轄
し
て
お
り
、
救
急
車
は
、
各
消
防

署
・
出
張
所
に
１
台
ず
つ
計
４
台
配

置
し
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

近
く
の
消
防
署
・
出
張
所
の
救
急
車

が
出
動
し
ま
す
が
、
も
し
出
動
中
で

あ
っ
た
場
合
に
は
他
の
救
急
車
が
出

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
地
域
に
救
急
が
集

中
し
た
場
合
は
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら

駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
最

近
も
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
黒
滝
出
張
所
の
救
急
車
が
大
淀

町
に
出
動
し
現
場
到
着
に
時
間
を
要

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。）

こ
の
ま
ま
で
は
、
１
分
１
秒
を
争

う
助
か
る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
な

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

緊
急
の
事
故
や
病
気
で
い
つ
自
分

の
家
族
や
友
人
に
救
急
車
が
必
要
に

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き

９
月
９
日
は
救
急
の
日

〜
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
〜

○
日
　
時

９
月
９
日
（
日
）

９
〜
12
時

○
場
　
所

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
３
階
講
堂

○
対
象
年
齢

18
歳
以
上

○
受
講
費
用

無
料
　

○
定
　
員

30
人

○
募
集
締
切

９
月
７
日
（
金
）

（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。）

○
申
込
方
法

消
防
本
部
救
急
係
へ
電

話
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

@

０
７
４
７
‐
５
２
‐
１
１
９
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救救
命命
講講
習習
会会
　　
〜〜
９９
月月
９９
日日
はは
救救
急急
のの
日日
でで
すす
〜〜

消
防
本
部
で
は
、
９
月
９
日
の

救
急
の
日
に
ち
な
ん
で
、
住
民
の

方
々
が
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
、
心
肺
蘇
生
法
【
人
工
呼

吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
】
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用
方
法
を
習

得
で
き
ま
す
。

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

中中中中
吉吉吉吉
野野野野
広広広広
域域域域

消消消消
防防防防
組組組組
合合合合

消消消消
防防防防
本本本本
部部部部

貴
い
生
命
を
救
う
た
め
、
い
つ
で
も

救
急
車
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
正

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
番
を
す
る
前
に
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

@
０
７
４
７
‐
５
２
‐
１
１
９
９

http://w
w
w
.nakayoshino.or.jp/

９
月
21
日
（
金
）

〜
９
月
30
日
（
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

◆
交
通
事
故
の
な
い

や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ
く
り

〜
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

運
動
の
基
本

◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
　
　
　

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

④
二
輪
車
・
原
付
車
運
転
中
の

交
通
事
故
防
止

11110000月月月月　　　　1111日日日日((((月月月月))))
固定資産税固定資産税 第３期第３期
介護保険料介護保険料 第３期第３期

11110000月月月月33331111日日日日((((水水水水))))
住　民　税住　民　税 第３期第３期
国民健康保険税国民健康保険税 第４期第４期
介護保険料介護保険料 第４期第４期

税税税税 等等等等 のののの 納納納納 期期期期

秋秋秋秋
のののの
交交交交
通通通通
安安安安
全全全全
県県県県
民民民民
運運運運
動動動動


